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ガマ科ガマ属の多年草の抽水植物。日本在来で，全国の池や

沼，川のほとりなどの浅い水辺，休耕田などに自生する。時に

は田んぼにも入り込む。直立し背丈は 1.5m から 2m，水中の

泥の中に地下茎を伸ばす。花穂はフランクフルトソーセージの

先に棒を突き刺したような形ですぐにわかる。

1905 年の文部省唱歌に「だいこくさま」という歌がある。

その 3 番。

「だいこくさまの　いうとおり／きれいな水に　身を洗い／

がまのほわたに　くるまれば／うさぎはもとの　白うさぎ」

ご存知の「因幡の白兎」のお話を唱歌にしたものであるが，

ここに出てくる「がまのほわた」の「がま」が「蒲・ガマ」で

ある。お話しそのものは古事記上巻の大
おおくにぬしのかみ

國主神の中に稲
い な ば

羽の

素
しろうさぎ

兎の挿話として出てくる。ところが唱歌では「がまのほわた」

にくるまったと歌っているが，古事記の中でウサギがくるまる

のは敷き散らしたガマの穂の花粉「蒲
ほ お う

黃」であった。蒲黃には

フラボノイド配糖体が含まれ火傷や外傷に効果ありとされ，古

事記が編纂された 712 年にはすでに「蒲黃」が薬用利用でき

ることが知られていたことになる。

フランクフルトソーセージの部分が雌花。花が終わると雌花

は「蒲の穂」と呼ばれる。この「蒲の穂」はちょっとした刺激

で「爆発」する。色よく熟れた蒲の穂を指先でぎゅっと挟むと，

モコモコモコ・ボワワワワッ・・・と穂が爆発し綿が飛び出し

てくる。この綿はタンポポなどと同じ種子を付けた綿毛である

が，その爆発する様は自然が作り出した驚きのマジック。これ

が「だいこくさま」で歌われた「がまのほわた」である。

ところで，「蒲」も「蒲の穂」も「蒲の穂
ほ わ た

絮」も万葉集には

詠われていない。古事記に記されているくらい古くから知られ

ていた草であるが，「蒲」を詠った歌は近代まで見いだせなかっ

た。

北原白秋に「蒲の穂」を詠った歌があった。

　蒲の穂にひとひら白き冬の蝶　ふと舞ひあがる夕空の晴
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